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特長 


■ ノ V イクオリティ単品設計 

■ WRAT (WIDE RANGE AMP TECHNOLOGY ) 採用 
■ プ□セッヴー端子/サブウーファー端子装備 

■ 6系統入力 

■超低域を自然に増強するアコースティック-プレゼンス回路 
■ソースダイレクトスイッチ 
■ システムコント□ールリモコン装備 


付属品 


■ご使用の前に次の付属品がそろっていることをお確かめ < ださし、。 


() 内の数字は数量を表わしています。 

♦リモコン （ 1 ) ♦単3お乾電池 (2) 

( RC -4 已 6 S ) 



♦取扱説明書（本書 1) 
参保証書 （1) 


音のエチケット 

楽しい音楽も、時間と場所によっては気になるちのです。 

隣近所への配慮を十分にしましょラ。特に静かな夜間には窓を閉めたり、 
へッドホンをご使用になるのも一つの方法です。 

お互いにむを配り、快い生活環境を守りましよラ。 
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オーディオ機器の正しい使いかた_ 

才ーデイオ^をま全にお使いいただヴこめ、ご|^^の前に必ずお読みヴごさ1、 


絵表示について 

この「取扱説明書」および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、 
あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表 
をしています。 

その表示と意味は次のよラになっています。内容をよく理解してから本文をお読みく 
ださい。 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死亡または重 
傷を負う可能性び想定される内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び傷害を負う可 
能性び想定される内容および物的損害のみの発生び想定される内 
容を示しています。 


A 警告 
A 注意 


絵表示の例 

A A 記号はを意（警告を含む）を促す内容びあることを告げるものです。 
_ 図の中に具体的なを意内容（左図の場合は感電注意）び描かれています。 



Q 記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）び描かれてい 
ます。 


を 

〇 


♦記号は行為を強制したり指示する内容を告げるをのです。 

図の中や近傍に具体的な指示内容（左上図の場合は電源プラグをコンセン 
卜から抜いてください）び描かれています。 















A 警告 


■ 故障したままの使用はしない- 

参万一、煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態のま 
ま使用すると、乂災•感電の原因となります。すぐに本機の電源 
スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてくださ 
い。 

煙び出なくなるのを確認して、販売店に修理を依頼してください。 

■絶巧に裏ぶた、カバーははずさない、改造しない- 

♦ 本機の裏ぶた、カバーは絶対にはずさないでください。 

内部には電圧の高い部分びあり、感電の原因となります。内部の 
点検-整備-修理は販売店に依頼して<ださい。 

♦ 本機を分解^改造しないでください。乂災•感電の原因となります。 

■ 10 OV 似外の電圧で使用しない- 

0 #本機を使用でさるのは日本国内のみです。 

♦ 表示された電源電圧（交流I日日ボルト）1;(外の電圧や船舶などの 
直流 （DC) 電源には絶対に接続しないでください。乂災-感電の 
原因となります。 



A© 

電源プラグをコンセント 
から抜いてください 


■ 放熱を巧げない 


0 参本機の通風孔をふさびないでください。通風孔をふさぐと内部に 
熱びこもり、乂災の原因となります。本機には内部の温度上昇を 
防ぐため、ケースの上部や底部などに通風孔びあけてあります。 
次の点に気を付けてご使用ください。 

• 本機を逆さまや横倒しにして使用しないでください。 

• 本機を、専用ラック外の押し入れや本箱など風通しの悪い狭い 
所に巧し込んで使用しないでください。 

• テーブルク□スをかけたり、じゅうたん、布団の上に置いて使用 
しないで < ださい。 

• 本機を設置する場合は、壁から]日上の間隔をおいてくださ 
し、。また、放熱をよくするために、他の機器との間は、少し離し 
て置いてください。ラックなどに入れるときは、機器の天面から 
2cmlU 上、背面から]日 cml ツ上のすきまをあけてください。内部 
に熱びこもり、乂災の原因となります。 

■ 水のかかるところに置かない- 

水胃での ♦ 風呂場では使用しないでください。乂災•感電の原因となります。 

使用禁止 


0 水めれ 参本機は屋内専用に設計されています。めらさないようにごを意く 
^と ださい。内部に水び入ると、乂災•感電の原因となります。 
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A 警告 


水の入つた容器を置かない 


0 


中に物を入れない 


0 


本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの 
入った容器や小さな金属物を置かないでください。こぼれて中に 
入った場合、乂災•感電の原因となります。 


本機の通風孔から金属類や燃えやすいちのなどを差し込んだり、落 
とし込んだりしないでください。乂災•感電の原因となります。特にお 
テ様のいるご家庭ではごを意ください。 


中に水や異物が入つたら 


A® 

電源プラグをコンセント 
から抜いてください 


万一、本機の内部に水や異物び入った場合は、すぐに本機の電源 
スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご 
連絡ください。 


電源コードを傷つけたり、加工しない 


A 

0 


電源コードび傷んだら（お線の露出、断線など）販売店に交換を 
ご依を F ぐだ六I飞 

そのまま使用すると火災-感電の原因となります。 

電源コードの上に重いものをのせたり、コードび本機の下敷にな 
らないようにしてください。コードに傷びついて、乂災•感電の 
原因となります。コードの上を敷物などで覆うことにより、それ 
に気付かず、重い物をのせてしまうことびありますので、ごを意 
<ださい。 

電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に a げたり、ねじっ 
たり、引っ張ったり、加熱したりしないでください。コードび破 
損して乂災-感電の原因となります。 


電源コンセントにはオーディオ機器仪外接続しない 


0 


本機の電源コンセントはオーディオ機器専用です。表示された定 
格！;(内でご使用ください。表示された定格！;(上の機器やへヤード 
ライヤー-電気こたつなどの電熱器具、オーブン-レンジなどの 
調理器具は絶対に接続しないでください。乂災-感電の原因とな 
ります。 










次のような場所に置かない 


0 


調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気び当たるよラな場所に置か 
ないでください。乂災-感電の原因となることびあります。 

湿気やほこりの多い場所に置かないでくださし、火災-感電の原 
因となることびあります。 


A 警告 


落としたり、破損した状態で使用しない 


電源プラグをコンセント 
から巧いてください 


万一、誤って本機を落とした場合や、キャビネットを破損した場 
合には、そのまま使用しないでください。乂災•感電の原因とな 
ります。電源プラグをコンセントから抜さ、必ず販売店にご相談 
<ださい。 


■ 雷が鳴りだしたら機器に触れない 




♦ 雷び鳴りだしたら、電源プラグには触れないでください。感電の 
角虫止 原因となります 0 


乾電池を巧電しない 


0 


乾電池は充電しないでください。電池の破裂や液もれにより乂 
災-けびの原因となります。 


A 汪思 
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A 注忌 


■接続について 

A 


♦ 本機を他のオーディオ機器やテレビなどの機器に接続する場合 
は、それぞれの機器の取扱説明書をよく読み、電源スイッチを切 
り、説明に従って接続してください。また接続は指定のコードを 
使用してください。指定外のコードを使用したりコードを延長 
したりすると、発熱し、やけどの原因となることびあります。 


■ 使用上の注意 


0 


■ 電源コード、 

0 


♦ 電源を入れる前には音量（ボ U ューム）を最ルにしてください。 
過大入力でスピーカーを破損したり、突然大さな音び出て聴力障 
害などの原因となることびあります。 

♦ 長時間音び歪んだ状態で使わないでください。アンプ、スピー 
カー等び発熱し、乂災の原因となることびあります。 

♦ ヘッドホンをご使用になる時は、音量を上げすざないようにごを 
意ください。耳を刺激するよラな大さな音量で長時間続けて聞く 
と、聴力に悪い影響を与えることびあります。 

♦ 本機に乗ったり、ぶら下びったりしないでください。特にお子様 
にはごを意<ださい。倒れたり、こわれたりして、けびの原因と 
なることびあります。 

♦ キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、磁気を利用した製 
品を近づけないで<ださい。磁気の影響で製品び使えな<なった 
り、データび消失することびあります。 

電源プラグの注意- 

♦ 電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆び溶 
けて、乂災•感電の原因となることびあります。 

♦ めれた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。感電の原因 
となることびあります。 

♦ 電源プラグを抜くとさは、電源コードを引っ張らないでくださ 
し、コードび傷つき、乂災•感電の原因となることびあります。 
必ず、プラグを持って抜いてください。 

♦ 電源コードを束ねた状態で使用しないでください。発熱し、乂災 
の原因となることびあります。 


を） 

電源プラグをコンセント 
から巧いてください 


♦ 旅行などで長期間、本機をご使用にならないとさは、安全のため 
必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。火災の原因と 
なることびあります。 

♦ 移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコン 
セントから抜さ、機器間の接続コードなど外部の接続コードをは 
ずしてから行ってください。コードび傷つき、乂災•感電の原因 
となることびあります。 







A 注忌 


■電池について 

A 

0 


参電池を U モコンに挿入する場合、極性表示（プラス+とマイナス 
一の向き）にを意し、表示通りに入れてください。間違えると電 
池の破裂、液もれにより、乂災、けびや周囲を巧損する原因とな 
ることびあります。 

参指定外の電池は使用しないでください。また、新しい電池とち 
い電池を混ぜて使用しないでください。電池の破裂、液もれによ 
り乂災、けびや周囲のミち損の原因となることびあります。 

参電池は、加熱したり、分解したり、乂や水の中に入れないでくだ 
さい。電池の破裂、液もれにより、乂災、けびの原因となること 
びあります。 


H スピーカーコードについて 


0 


参スピーカーコードを傷つけたり、ねじったり、引っ張ったり、力 □ 
熱したりしないでください。乂災-感電の原因となることびあり 
ます。 


■点検-工事について 


必 


お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセントから抜いて 
行ってください。感電の原因となることびあります。 


電源プラグをコンセント 
から抜いてください 


A 


♦ 使用環境にちよりますび、2年に]回程度の機器内部の掃除をお勧 
めします。もよりの販売店にご相談ください。 

本機の内部にほこりびたまったまま、長い間掃除をしないと乂災 
や故障の原因となることびあります。特に湿気の多くなる梅雨期 
の前に行ラと、より効果的です。なお、掃除、点検費用等につい 
ても販売店にご相談ください。 

♦ 電源プラグにほこりびたまると自然発乂（トラッキング現象）を 
起こすことび知られています。年に数回、定期的にプラグのほこ 
りを取り除いてください。梅雨期前び効果的です。 


0 

〇 


♦ シンナー、アルコール や スプレー 式殺虫剤を本機にかけないでく 
ださい。塗装びはげたり変形することびあります。 


♦ 表面の巧れは、中性洗剤をうすめた液に巧を浸し、固く絞って}式 
さ取ったあと、乾いた巧で}式いてください。 

化学ぞうさんなどお使いになる場合は、それに添付のを意書さな 
どをお読みください。 
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各部の名称 


■前面パネル 

[ Tl 内の表示は詳しい説明のあるぺ—ジでず。 


入力切り換えツマミ ( INPUT ) とインジケーターを司， 



パワー/ミューテイング 
インジケーター 


通風孔 


ソース ダイレクトツマミ 
(SOURCE DIRECT ) 
とインジケーター 


音量調整ツマミ ( VOLUME ) 呵 


バランス調整ツマミ ( BALANCE ) 図 


高音調整ツマミ ( TREBLE ) 网 


低音調整ツマミ ( BASS ) 


へッドホン端子 ( PHONES ) [gg 


アコーステイックプレゼンスボタン 
(ACOUSTIC PRESENCE ) 
とインジケーター [ p 窃 


主電源スイッチ ( POWER ) 


スタンバイインジケーター ( STANDBY ) 呵 


電源ボタン ( STANDBY / ON ) [ i 司 














































各部の名称 


■リモコン （RC-4 曰 6S) 

R I 接続を行うと、*印の付いているボタンび使用できます。 
[ 71 内の表示は詳しい説明のあるページです。 


電源ボタン ( STANDBY / ON ) - 

電源のスタンバイ/オンを切り換 
えます。层2 I 


チユーナー操作ボタン* — 

CLOCK :現在の時刻を表示し 

ます。 

SLEEP :ス U —プタイムを設 

定します。 

PRESET イ/プ U セツトされた放 
送局を選びます。 

FM : FM 放送を選びます。 

AM : AM 放送を選びます。 

TIMER :タイマーの設定モー 

ドを切り換えます。 

UP / D 0 WNA / T ： タイマーボタンで選 
択した項目の設定内 
容を選びます。 

ENTER :タイマーボタンや ▲ 

/▼ボタンで選択し 
た内容を確定します。 


本機では使用しません。 


数字ボタン*- 

CD、MD や CDR の選曲に使います。 


fr ~^ 


STANE 3Y/ ON 

■ CLOCK SLEEP 




j -EFFECT MODE | 

■ ド化 OCI _ 苗口が -NPUf ' 

- つ卜 1 I FM] i am p] [ 

[LrJ Q£] L^l lU L£) 


paus'e/step' Dvb" 


r r -^ bJ QJ LJ D£l) 

REPEAT SCROLL M D 

I_I 口因日日 


PLAY MODE CLEAR •REC 


[_j I _ I I _ I I ーィ 1 I 

REPEAT RANDOM C D 


ロロ因日 L £] 

MEMORY CLEAR 

[J I J JDIS。 [… J IIHhJ 


REPEAT PLAY MODE CDR 

口 I _] 因日 L：J 

TONE 1 CLEAR •REC _ _ 

i — EIDIi _] 日因 LrJ 


■ — — —I — — — — — — — — — — — — MUTING 

EEEI" ]in 12 I 13 I ： I — i - 

_!■_I— . 

I A I : い ] I 5 I I 6 

UP/DOWN [ : ■ 

[▼ I!17] [8 I [9 卜 : VO … me 

I : -Aeowsftd I 

I I I PRESENCE I 

B;!L±J 匹翊 I i^rry 
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REMOTE CONTR( 


グラフィックイコライザー 
(グラィコ）激ち It タン* 

EFFECT :グライコ効果をオン 
/オフします。 

MODE :グライコモードを切り 
換えます。 


入力切り換えボタン 
( INPUT ) 

聞く ソースを 選びます。 

本機の入力切り換えツマ三と同じ 
働さをします。 

國圓 

テープデッキ操作ボタン* 

テープを 早戻しします。 
テープを 早送りします。 

B (裏)面を再生します。 
再生-録音や早送り- 
早戻しを止めます。 

^ : A (表)面を再生します。 

ミユーテイングボタン 
( MUTING ) 

音量をルさくします。 

國 

音量調整ボタン ( VOLUME ) 

音量を調整します。本機の音量調整 
ツマ三と同じ働さをします。 

國 



アコースティック 
プレゼンスボタン 
(ACOUSTIC PRESENCE ) 

アコースティックプレゼンスを 
切り換えます。に司 
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:再生•録音を止めます， 

:再生•録音を一時停止 
します。 


各 pB の名称 


CD プレーヤー操作ボタン* 

REPEAT :演奏をくり返します。 

RANDOM :巧をランダムに演奏し 
ます。 

■ :演奏を止めます。 

II :演奏を一時停止します> 

► :演奏を始めます。 

►M :次の曲の頭出しをしま 
す。 

M イ ：演奏中の巧または、前 
の曲の頭出しをします> 

DISC ; CD チェンジャーに使 
える機能で、演奏する 
ディスクを選びます。 

CLEAR :記憶した巧を取り消し 
ます。 

MEMORY :演奏する曲の順序を 
記憶します。 


- CD レコータ’一操作ボタン* 

REPEAT :再生をくり返します。 

PLAY :再生モードを切り換え 

MODE ます。 

■ :再生•録音を止めます， 

II :再生•録音を一時停止 

します。 

^ :再生•録音（録音一時 

停止から）を始めます> 
►M :次の曲の頭出しをしま 

す。 

W :再生中の曲または、前 

の曲の頭出しをします> 
♦REC :録音待機状態にしま东 

CLEAR :記憶した巧を取り消し 

ます。 


► :再生•録音（録音一時 

停止から）を始めます> 

:次の曲の頭出しをしま 
す。 

W ;再生中の曲または前の 

曲の頭出しをします。 
参 REC :録音するとさに録音待 
機状態にします。 

CLEAR :記憶した曲を取り消し 
ます。 

PLAY :再生モードを切り換え 

mode ます。 


DVD プレーヤー操作ボタン* — I 

:現在のチャプター/卜 
ラックの先頭から再生 
します。 

►M 1つ先のチャプター/ 
トラックの先頭から再 
生します。 

■ :再生を止めます。 

PAUSE / :再生の一時停止/コマ 
STEP 送りをします。 

► :再生を始めます。 


MD レコーダー操作ボタン* — 
REPEAT : くり返し再生します。 
SCROLL : 表示び長いとさ、ちか 
ら左へ移動表示させま 
孔 


■ M 


S 畐暮畳岛日回巧の 

因回 




— T - 

▼ 

IH- 


回回回 iP 

の回の！！ 

立のの因 
「画回 j 回固 


K 

N 

0 
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リモコン 


■乾電池の入れかたと交換のしかた 



U モコン操作の反応び悪くなったら、2本とも新しい乾電池（単3形）と交換してください。 

ごを意 

• 電池の極性（©、 ©) は、表示通り正しく入れてください。 

• 種類の異なる電池の使用や、新しい電池とちい電池の混用は避けてください。 

• 長期間 U モコンを使用しないときは、電池の液もれを防ぐため、電池を取り出しておいてください。 


■ リモコンの使い方 

A-905TX 



U モコンを本機の U モコン受光部に向けて操作してください。 

ご注意 

• IJ モコン受光部に直射日光やインバーター董光ななどの強い光を当てないでください。 

• 赤外線を発射する機器の近くで使用したり、他の U モコンを併用すると誤動作の原因となります。 

• オーディオラックのドアに色付きガラスを使っていると、 U モコンび正常に機能しないことびありま 
す。 

• IJ モコンと IJ モコン受光部の間に障害物びあると、操作でさません。 

• IJ モコンの上に本などの物を置かないでください。ボタンび巧し続けられた状態になり、電池び消耗 
してしまラことびあります。 
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接続 


INTEC 205シリーズの T -40 己 TX (チューナ ー ）、 C -70 己 TXODD プレーヤ ー ）、 MD -105 TX ( MD レ 
コーダー)、 K - 己0己 TX (カセットテープデッキ)、 CDR -20 己 TX ( CD レコータ’一）と接続ずる場台 

f システム接続のしかた )f 本取扱説明書14〜17ぺージをご覧くだ^ 

い NTEC 2 日己シ1」ーズの接続）_ J I さい。_ ' _ J 

INTEC 2 日日シ U —ズの組み合わせでご使用になると、次のシステム機能を使うことびでさます。 

3 —トパワーイノ 

本機に接続されている機器の電源を入れたり、再生を始めますと、本機の電源び自動的に入ります。 
また、本機の電源を入、切しますと接続されている機器全体の電源び入ったり、切れたりします。 

ごを M 本機の主電源スイッチ (P 日 WER) び切(里 日 FF) になっていたり、各機器の接続び正しくないと 
' 才ートノのーオン機能は動作しません。才ートノのーオン機能を働かせる場合比本機の主電源ス 
, イッチび入(里 日 N ) になっていること、各機器び正しく接続されていることを確認してください 。 j 


ダイレクトナエンソ 

CD プレーヤーや MD レコーダーのプレイボタン(►)、チューナーのプ U セツトボタン ( PRESET ) や 
^バンドボタン ( BAND ) を巧すと、本機の入力び自動的に切り換わります。_ 


リモコン操作 

本機に付属の U モコンで各機器を操作す 
ることびできます。_ 


詳しくは本取扱説明書1日〜11ぺージを) 
ご覧ください。 _ J 


( ^ィマー操作 

チューナーでタイマー時間を設定し、タイ 
マー操作や、タイマー録音びでさます。 


詳しくは T -4 日日 TX の取扱説明書をご覽> 

I くださぃ。_ _ J 


^ CD ダビング 

CD プレーヤーと MD レコーダー または カ セツ トテープ 
デッキの組み合わせで、便利な CD ダビングび行えます。 


^トラック指定 CD ダビング 

演奏トラックを指定して CD から M D への録音をワンタッ 
チで行えます。_ 


^ CD シンク□録音 

MD レコーダーまたは CD レコーダー、カセットテープ 
デッキを録音待機状態にしておけば CD プレーヤーのプレ 
イ操作のみで録音び自動的に始まります。_ 


DLA ^ UNK 2 機能 

CD プレーヤーのピークサーチ データによって、 MD レ 
コーダー や CD レコーダーび デジタル録音レベルを自動設 
、定します。__ 



/詳しくは MD -1 日日 TX 、 
C -705 TK CDR -205 TX 
K - 日日己 TX の取扱説明書を 
ご覧くださし、。_ 


デジタル レック レベル 

DLA (ま 、 Digital Rec Level 


アジヤストメント 

Ajustment の略です。 


ごを意•接続びまちびっていると各機能は働きません。 ] 4〜17ページを参照しなびら正しく、確実 
に接続してください。 

-システム機能については、各機器の取扱説明書をあわせてご覧ください。 

-本機の電源を入れると、瞬間的に大さな電流び流れる場合びあります。電源コード接続時に他の 
機器(コンピューターなど)への影響を確認してください。支障び出ると予想される場合は、他の 
ブレーカーから配線されたコンセントを使用してください。 




















接続 


■ T-40 曰 TX (チューナ ー) のタイマー機能を使用する場合のシステム接続のしかた 

INTEC 20 己シリーズの T - 405 TX 、 C -70 已 TX 、 MD - 1〇已 TX と接続ずる場合 



• すべての接続び完了してか5、電源プラグをコンセントに差し込んでください。 

• 各機器に付属のオーディオ用ピンコード（ホ、白プラグ付きピンコード）を使用し、ホいプラグは 


( R ) 側に、白いプラグは （ L ) 側に接続します。また、各機器の端子に印刷されている記号 （® と 
®、® と⑥など）を合わせて接続します。 


各機器に付属の巧 I ケーブルで、^ RIU モコン端テの接続を確実に行なってください。接続びされて 
いませんとシステムとしての操作をすることびでさません。 

各機器の設置のしかたは、ち図のよラなち法びあり （縦置 (D イ列） 

ますび、 CD プレーヤーと MD レコーターは熱に弱い 
部品び使用されていますので、アンプの上に置かな 
いよラにしてください。 

システム接続をした場合でも、本機の主電源スイッ 
チ （ P 日 WER ) び入(里日 N ) になっていれば、各機器 
はそれぞれ単独で電源をオン/オフすることびでさ 
ます。 

接続については] 8ページの「一般的な接続のしか 
た」の項をあわせてご覧ください。 
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接続 



• システム接続で本機びスタンバイ状態(スタンバイインジケーター点灯時)の場合は、本機に接続され 
ている機器にわずかですび待機用の電力び供給されています。節電したい場合など、接続されている 
機器に待機用電力を供給したくない時は、本機の主電源スイッチ ( P 日 WER ) を r 切」(里 OFF ) にしてく 
ださい。 


システム全体の電源を、本機のま電源スイッチ (POWER) で完全に切る場 S ま、下図のように電源コー 
ドの接続をかえて<ださい。 



ご注意 

システム全体の電源を切ると、 T -4 日己 TX (チ ユーナ ー)の 
時計/タイマー演奏などの機能び働かなくなります。時 
計/タイマー演奏の機能を働かせる場合は、主電源スイッ 
チは「入」（里 日 N ) にしておいてください。 


垃 AC100V 50/60HZ 


























































































































接続 


INTEC 20 己シリーズの K - 己〇已 TX (カセツトデッキ)、 CDR -20 已 TX ( CD レコーダー)、 EQ -20 己(グラ 
フィックイコライザー)や ED -20 己 ( AV サラウンドプ□セツサー)を使用ずる場台の接続のしかた 


CDR-205TX 


K-505TX 


MD-105TX 


C-705TX 

または 

C-707CHX 














































































































































接続 


ごを意 

本機のプ□セッヴー端テ ( PROCESSOR ) には、ジャンパープラグび差し込んであります。 

EQ -205 (グラフィックイコライヴー）や ED -2 日已 （ AV サラウンドプ□セッヴー）などを接続する場 
合は、ジャンパープラグをはずしてからピンコードを接続してください。 （1 9ページ参照） 



































































































































































接続 


■ 一般的な接続のしかた 


• すべての接続び完了してか5、電源プラグをコンセントに差し込んでください。 

• 接続は、オーディオ用ピンコード（ホ、白プラグ付さピンコード）を使用し、ホいプラグは （ R ) 側 


に、白いプラグは （ L ) 側に接続します。 

他機 L 端テへ…白白…本機 L 端テへ 
他機 R 端テへ…ホホ…本機 R 端テへ 
• コードのプラグはしっかりと奥まで差し込んでください。接続 
び不完全ですと、雑音や動作不良の原因となります。 

• オーディオ用光デジタルケーブルを使用するときは、折り a げた 
り、さつく巻いたりしないでください。 

• オーディオ用ピンコードは、電源コードやスピーカーコードと一 
緒に束ねると、音質低下の原因となります。 


差し込み不完全 

IX_ ~~ 11111 ^ 




^^奥まで差し込んでください 


之 - S . 之 - S . 


チューナー 


AV 機器 


テープデッキ 


出力 ( OUT ) 端テ 

RL 

音声出力(日 UT ) 端テ 

RL 

入力 ( IN 綱テ出力 ( OUT ) 端テ 

R し R し 




乂と一力一佩干 

(2 日ぺージ参照) 




雷プ雜難用 


CD プレーヤー 


MD レコーダー 


プ□セッサー 

(サラウンドプ邮ッサ-/グラフィックイ]ライヴ-贼 
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接続 


〇ライン/ DVD 端子 （ LINE / DVD ) について 

この端テには DVD プレーヤー、目 S チューナー、ビデオデッキなどの映像機器の音声出力や2台目の CD 
プレーヤー、テープデッキなどの音声出力を接続することびでさます。 

ごを意 

この端テにレコードプレーヤーを接続することはでさません。 

レコードプレーヤーを接続する場合は、フォノイコライヴー（当社製 PE -] 己已）などをお買い求めの 
上、それに添付の取扱説明書にしたびって正しく接続してください。 

© CDR / PC 端子 （ CDR / PC ) 、 MD 端子 （ MD ) 、テープ端子 （ TAPE ) について 

左図の接続！;(外にも、 CDR / PC 端テ ( CDR / PC ) に2台目の MD レコーダーやテープデッキなどを、同 
様に MD 端テ （ MD ) 、テープ端テ ( TAPE ) にも2台目の機器を接続することびできます。（ただし 
R ■端テ付さのオンキヨー製テープデッキや MD レコーダー、 CD レコーダーなどをこのように接続する 
場合は、誤動作の原因となりますので、 RI ケーブルは接続しないでください。） 

また、 CDR / PC 端子には、ノ心〕ン用のデジタルオーディオプ□セツサーなどを接続することびできます。 


@プ□セッサー端子 （ PROCESSOR ) について 

工場出荷時、この端テにはジャンノ（ープラグび差し込んであります。 

グラフィックイコライヴー ( EQ -205) や AV サラウンドプ□セッヴー ( ED -205) などを接続する場 
合は、ジャンパープラグをはずしてからピンコードを接続してください。 

ごミ圭喜 • はずしたジャンパープラグは、他の端テに差し込まずに大切に保 
^ 管しておいてください。他の端テに差し込みますと音び出なく 

なったり、故障の原因となります。 

• プ□セツヴー端テを使用しない場合は、ジャンパープラグを必ず 
ちとの端テにしっかり差し込んでください(左図のようにジャン 
パープラグを横向さにして IN と日 UT を接続)。 



■本機裏面の電源コンセントに他機の電源コードを接続する 

本機裏面の電源コンセントに他機の電源コードを接続することびでさます。他機の電源スイッチを入れ 
たままにしておけば、本機の主電源スイッチ ( POWER ) と連動させて他機の電源も入れたり、切った 
りすることびでさます。 

接続ずる前に 

•電源コンセントに接続する機器の消費電力の合計び]日日 W を超えないようにを意してください。 

1日日 W を超える場合は、ご家庭の電源コンセントに接続してください。 

•本機の電源コンセントは、より良い音で聞いていただくために、極性の管理びされています。他機の 
電源コードの白いラインなどの目印側を、本機の電源コンセントの広いち （( g ) マーク側）に合わせて 
接続してください。他機の電源コードに極性表示びない場合は、どちらを接続してをかまいません。 
電源コードの接続例 



他のオーディオ機器 
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接続 


■ スピーカーコー ドの接続 

スピーカーコードとスピーカー端テは、じ(下のように接続してください。 


〇 





スピーカーコードのビニールお線をよじる 
カバーの先をお線を残して 
1己 mm カットする 



スピーカー端テの コードのな線を差し 

つまみを左に回し込む 
てゆるめる 



スピーカー端テの 
つまみをちに回し 
て締める 


ちスピーカー 左スピーカー 




• スピーカーコードの芯線部び他の端子や金属 
部に接触していないか確認してください。 

• バナナプラグを使用するときがスピーカー端 
テのつまみを締めてから接続してください。 

• プラス (+) とマイナスト)を間違って接続し 
たり、左右のスピーカーを間違えて接続しな 
いでください。音声び不自然になります。 

• スピーカーはインピーダンスび 40 〜] 60 
のものを接続してください。40未満の スピ 
一力一を接続すると、アンプび故障すること 
びあります。 

• スピーカー 端子に複数の スピーカーコードは 接 
続しないでください。故障の原因になります。 



危険 

回路の故障を防ぐため、スピーカーコードの； S 線のプラスとマイナスを絶対 
にショートさせないで<ださい。 


■サブウーファーを接続する 


アンプ内蔵 
(アクティブ） 
サブウーファー 


本機のサブウーファー出力は、プ U アウ 
卜です。サブウーファーはアンプ内蔵の 
ちのを使ラか、アンプを本機に接続して 
からサブウーファーをアンプに接続して 
<ださい。 




妙 OUT W IN ciiRwnnFFR 
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ごを意 

• 巧I端テは巧I 端テ付きオンキヨー製品と組み合わせた場合のみ使用できます。 RI 端テ付きオンキ 
ヨー製品外とは接続しないでください。 

• 巧 K 品テの2つの端テの働さは同じです。どちらにでをつなげます。 

• 巧■端テの接続だけではシステムとして働さません。オーディオ用ピンコードを正しく接続してくだ 
さい。 


接続 


■ RI ケーブルの接続 

RI (リモート）端テ付さオンキヨー製品でシステムアップした場合、システム機能を使うことびでさ 
ます。 

• 操作は本機に付属の U モコンを使用します。 

• 本機の U モコン受光部に U モコンを向けて操作してください。 

• 使用でさるシステム機能については、各機器の取扱説明書をご参照ください。 



A -905 TX (アンプ) 


I 


< 

©4 

Q-j 

ど 「 

< 

©4 

o-j 



2 

面！ 


厘◎帶 

so 懸 


\ 
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電源を入れる 


あらかじめ、音量調整ツマミ （ VOLUME ) は左いっぱいに回しておいてください。また、音質調整 
( BASS / TREBLE ) やバランス調整 ( BALANCE ) のツマミは中央に合わせておいてください。 



3 2 1 


U モコンのボタンは で表示しています。 



電源コードのプラグをコンセントに差 
し込みます。 

良^よりよい音で聞いていただくために 

本機の電源コードは極性の管理びされていま 
す。電源コードの片側に白線の入っている側を 
電源コンセントの溝の広いちに合わせて差し込 
んで < ださい。 

ごを意 本機を最初にお使いになるときは 

本機は主電源スイッチ ( POWER ) を入(里日 N ) の 
状態で工場から出荷されますので、最初に電源 
コードのプラグをコンセントに差し込むとスタンバ 
イインジケーターび点灯し手順た同じ状態にな 
ります。 


2 ® POWER 主電源を入れる 

主電源スイッチ （ POWER ) を巧して入 (_»_0 N ) 
にするとスタンバイインジケーターび点灯し、ス 
タンバイ状態となります。もう一度このボタンを 
押して切(里 OFF ) にすると主電源び切れます。 




STANDBY/ON 



U モコン 


電源を入れる 


電源ボタン ( STAND 目 Y / ON ) を押すと音量調整 
ツマミ ( VOLUME ) の上のインジケーターび青色 
に点なします。 

もう一度このボタンを押すと電源びスタンバイ 
状態になり、スタンバイインジケーターび赤色 
に点好します。 

跨 

回路び安定するまでに己秒程かかります。その 
間に操作をしてを音は出ません。 
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u モコンのボタンは で表示しています。 



INPUT 


U モコン 


入力切り換えツマミ （ INPUT ) で 
聞く機器（ソース）を選ぶ 

• CD 、 MD など選んだ機器（ソース）のイン 
ジケーターび点灯します。 

• 左ちどちらの方向にち切り換えることびでさ 
ます。 

CD^ - ►MD^ - ►TUNER ◄-! 


►CDR/PC 一 LINE/DVD 一 TAPE 

U モコンのインプットボタン （ INPUT ) で 
は、ち回りち向にのみ順次切り換わります。 


2 




U モコン 


機器の演奏を始め、音量を調整する 


• 音量調整ツマミ ( VOLUME ) でお好みの音 
量に調整してください。 

• 演奏のしかたは、各機器の取扱説明書を参照 
して < ださい。 

一 ****%^ 

ごを意 

いさなり大さな音を出すとスピーカーび壊れる 
ことびあります。音を聞さなびら少しずつちに 
回して(音量び上びる)調整してください。 


演奏ずる 


ク 



日鸟冒窗回昔巧 S 回 


曰回因回 

因 I □己回 

sssal 


曰回 

县口 

百口 

醫富 


回の回 Id 
ののの n 
のののの 
画 Elj 回画 
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演奏する 


■音質や左ちの音量バランスを調整する 




BASS TREBLE 



音質の調整をする 

• ちに回すと強められ左に回すと弱められます。 
• 通常は中央に合わせておさます。 

バス （ BASS ) . 低音調整 

トレブル订 REBLE ) ....... 高音調整 


2 


左ちの音量バランスを調整する 


BALANCE 



• 通常は中央に合わせておさますび、スピー 
力一の置さちや聞く位置によって左ちの音量 
バランスびよくないときに調整します。 

• ちに回すと音像はちに移動します。左に回す 
と左に移動します。 


■ソースダイレクトツマミ （SOURCE DIRECT) について 

ソースダイレク h !: は . より原音に近いヴウンドを楽しむための機能です。 


DIRECT 


SOURCE DIRECT 



ソースダイレクトインジケーター 
(ツマ三を 「 DIRECT 」 

の位置にずると点好しまず) 


ご注意 

の旧 ECT 」 の位置では、バス、トレブルな 
どの音質調整はでさません。ただし、バラ 
ンス調整、アコースティックプレゼンスは 
機能していますので、お好みに応じて調整 
することびでさます。 


音の信号をソースダイレクトツマミ （SOURCE 
DIRECT ) により、 「 D 旧 ECT 」 または 「 TONE 」 に 
切り換えることびでさます。 

DIRECT :入力切り換えツマミで選んだソースから 
の音の信号は旧 ASSJrTRE 目 LE 」 コン 
のール回路を通りませんので、より原 
音に近いヴウンドを楽しむことびでさ 
ます。 


TONE ： 入力切り換えツマミで選んだソースから 
の音の信号を 「 BASS 」「 TREBLE 」 で 
音質調整をすることびでさます。 
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アコースティックプレゼンスボタン/インジケーター 
( ACOUST に PRESENCE ) 


U モコンのボタンは で表示しています。 


アコースティック 
プレゼンスボタン 
( ACOUST に PRESENCE ) 


■アコースティックプレゼンスボタン （ ACOUS^nC PRESENCE ) について 

アコースティックプレゼンスとは 音楽の U アルな存在感"プレゼンス"を高める効果を持つ才 

ンキヨー独自の回路です。特にコンパクトサイズのスピー 
カーでは ON (1 または 2) でご使用されることを推奨いたし 
ます。 


インジケーター 




アコーステイックプレゼンスボタン ( ACOUST に 
PRESENCE ) を押すたびに次のように切り換わり 
ます。 


本機 


U モコン 




>ブースト量など詳しくは29ページの仕様 
をご覧ください。 

>低音や重低音成分の少ないソースでは、 
効果びわかりにくい場合びあります。 



OFF インジケーター消灯 


インジケーターびオレンジ色に点灯 
重低音と低音び強調されます。 


2インジケーターび緑色に点打 

"1" よりをさらに低音び強調されます。 


。 LJ Ld 山 CbJ 

MEMORY CLEAR 

C_I L _] Efs ] QrJ CbJ 

REPEAT PLAY MODE 


[LJ QJ 日日 Qd 

TONE I CLEAR •REC 

I III 1 口 1…！回 


演奏する 


I 口臣。 

回回回 i 甲 
回のの H 
のののの 
画の S 画 
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ロロ 

MEMORY CLEAR 

ロロ 


r ■ I r ■■ 11 —1 

「DISC I [… j I … I 


REPEAT PLAY MODE CDR 

O QJ !_□ LJ Qd 



S ユーティングボタン 

(MUTING) 



■音量を一時的にルさくする（ミューティング） 

IJ モコンのみの操作です。 



U モコン 



• 音はごくルさくなります。 

• 音量調整ツマミ （ VOLUME ) の上のインジ 
ケーターび点滅します。 

ミューティングを解除するには 

ちう一度ミューティングボタン （ MUTING ) 
を巧してください。また、 U モコンの音量調 
整ボタンを押すか、電源ボタンを押した場合 
にも解除されます。 



演奏する 


臣。 

回回 Els 

の回の！！ 

ののの s 
函回 s 画 
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録音ずる 


■録音する 

• 録音中にグラフィックイコライヴーを操作しても、録音される音に影響はありません。 



STANDBY/ON GRAPHIC EQ 

& CLOCK SLEEP EFFECT MODE 

(□)□□□□ 

PRESET TUNER INPUT 

正、〕卜][…] I AM ~| 1 厂 — t - 


凹 Ed bJ 


因日 1 

PAUSE/STEP DVD 


Qwi 1^1 r-1 r ~i (_£]i 


REPEAT SCROLL M D 

ロロ因 LlJ 日 

PLAY MODE CLEAR •REC 


ロロ ロ 


百 
[… J I …」 


REPEAT RANDOM CD 

。口 !_□ LJ QiJ 


MEMORY CLEAR 

[_I [_I I Disci . 


ロ ロ因 

TONE 1 CLEAR •REC 

rnirn 口 


回 


日日 
向向 


u モコンのボタンは M で表示しています。 



録音する機器（ソース）を選ぶ 


INPUT 



U モコン 


入力切り換えツマミ （ INPUT ) で、 CD やチュー 
ナーなど録音したいソースを選びます。 


2 録音ずる機器の準備をする 

• MD レコーダーや CD レコーダー、テープデッキなどを録音待機状態にします。 

• 録音レベルの調整は MD レ〕ーダーや CD レ〕ーダー、テープデッキで行ってください。 
• 録音のしかたについては、それぞれの取扱説明書をご覽ください。 


3 録音を始める 

1で選んだソースを演奏します。 


ごを意 


• あなたび録音したものは、個人として楽しむほかは、著作権法上権利者に無断で使用で 
さません。 

• 製品の故障により、正常に録音できなかったことによって生じた損害に D レンタル料 
等）については保証対象になりませんので、大事な録音をするとさは、あらかじめ正し 
く録音できることをご確認の上、録音を行つてください。 
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故障？と思った 5 


まず下の表で点検してみてください。接続した他機に原因びある場合もあります。他機の取 
扱説明書ら参照しなび5あわせてご確認ください。 

表や他機の取扱説明書で点検しても正常に動作しないときは、電源プラグをコンセントから 
抜き、お買い上げ店、または当社サービスステーションまでご連絡ください。その際に「お 
名前」「おところ」「電話番号」「製品名 （ A -9 日日 TX ) 」と「故障または異常の内容」を 
でさるだけ詳しくお知らせください。 


症が 

原因 

処置 

主電源スイッチ 
( POWER ) を巧しても 
電源び入らない。 

•電源プラグの差し込みび不完全。 

•電源プラグをコンセントにしっかりと差し込 
み直してください。 

スピーカーの左ちとを 
音び出ない。 

•スピーカーコードのお線部び他の 
端テや金属部に接触している。 
•音量び最小になっている。 

•ミューティングびはたらいている。 

•ヘッドホンを接続している。 

•プ□セッサー端テにジャンノ（ープ 
ラグび差し込まれていない。 

• CD プレーヤーや MD レコーダー 
などから音の信号び入力されな 
し、（音び出ていない） 

•スピーカー端テの接続を点検してください。 

•音量調整ツマミ ( VOLUME ) で適当な音量に 
してください。 （23 ページ参照） 

•1」モコンのミューテイングボタン ( MUTING ) 

を巧して解除してください。 （26 ページ参照） 
•ボ IJ ュームを下げてからヘッドホンをはずし 
てください。 （26 ページ参照） 

•ジャンパープラグを差し込んでください。 
(19 ページ参照） 

• CD プレーヤーや MD レコーダーなど接続さ 
れている機器をお調べください。 

スピーカーの片側しか 
音び出ない。 

•スピーカーコードびはずれている。 

♦ノ（ランス調整ツマミび左またはち 
に片寄っている。 

•プ□セッサー端子にジャンノ（ープ 
ラグび差し込まれていない。 

•スピーカー端テの接続を点検してください。 
•適当な位置にノ くランス調整ツマミを調整して 
ください。に4ページ参照） 

•ジャンパープラグを差し込んでください。 
(19 ページ参照） 

スタンバイインジケー 
夕一び点滅している。 

•スピーカーコードのお線部び他の 
端テや金属部に接触している。 

•スピーカー端子の接続を点検してください。 

INTEC 20 已シ U - ズで 
タイマー演奏をしたび 
音び出ない。 

•音量び最小になっている。 

•適当な音量に調整しておいてください。 

オーディオタイマーを 
使用したび電源び入ら 
ない。 

•オーディオタイマーは使用でさま 
せん。 

*1 NTEC 2 日已シ U —ズのチューナー （ T - 
4日己 TX ) のタイマーを使用してください。 

IJ モコンで操作でさな 
しん 

•電池び消耗している。 

•本機と距離びありすざる、角度び 
悪い。 

•本機との間に障害物びある。 

•電池を新しいをのと交換してください。 

*1」モコンは本機との距離び約已 m 似内、前面 
パネルとの角度び左ちにそれぞれ SCTiU 内 
で操作可能です。 

• IJ モコンの操作位置を変えるか、障害物を取 
り除いて操作してください。 


本機はマイク□コンピューターにより高度な機能を実現していますび、ごくまれに外部からの雑音や妨害ノイ又 
また静電気の影響によって誤動作する場合びあります。そのよラなとさは、電源プラグを抜いて約日秒後に改め 
て電源プラグを入れてください。 
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主な仕様 


実用最大出力： 

CD 一 SP OUT 4 Q ( EIAJ ) 

29 W +29 W 

定格出力 IkHz: 

CD 一 SP OUT 8 Q 両 ch 駆動 

1己 W +1 已 W 


CD 一 SP OUT 4 Q 両 ch 駆動 

21 W +2 1 W 

ダイナミックパワー： 

6 Q 

22 W +22 W 


4 Q 

27 W +27 W 

全高調波ひずみ率： 

CD 一 SPOUT 8 Q ] kHz 定格出力時 

0.2% 


CD 一 SP OUT 8 Q 4日〜2日 kHz 定格出力時 

日.己％ 

混変調ひずみ率： 

CD-^SP OUT 8 Q 両 ch 駆動 

0.2% 

ダンピングファクター 

:1 kHz 8 Q 

30 

入力感度/ 

TUNER 、 LINE / DVD 、 CD、MD ( PLAY )、 

200 mV / 已 OkQ 

インピーダンス： 

CDR/PC ( PLAY)、TAPE ( PLAY ) 

定格出力/ 
インピーダンス： 

MD ( REC )、 CDR/PC ( REC)、TAPE ( REC ) 

2日日 mV /2 .已 kQ 

パワーバンド幅： 

IHF -3 服 THD 0 .2% 8 Q 

1〇〜己 OkHz 

周波数特性： 

CD 一 SP OUT ] W 出力時 

1日〜1日日 kHz /±3 服 

SN 比： 

(IHF-A 、 入カショート） 

LINE / DVD 、 CD 、 MD 、 CDR/PC 

10日服 

卜ーンコント□—ル： 

BASS 己 OHz 

±8服 


TREBLE 1 日 kHz 

±8服 


1 20 .己 Hz 

+3服 

アコースティック 

82 Hz 

+3服 

プレゼンス： 

2 20 .己 Hz 

+3服 


82 Hz 

+6服 

ミューティング： 


-己日服 

電源： 


AC 100 V . 己 0/60 HZ 

消費電力： 

4 已 W (電気用品安全法技術基準） 

待機電力： 


5.6 W 


が开ミホ去（幅 X 高さ X 奥行）: 20已 X9]x302mm 


質量： 3.4 kg 

仕様および外観は性能向上のため予告なく変更することびあります。 
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修理について 


■保証書 

この製品には保証書を別途添付していますの 
で、お買い上げの際にお受け取りください。 
所定事項の記入および記載内容をご確認いただ 
さ、大切に保管してください。 

保証期間は、お買い上げ曰より]年間です。 

■調子が悪いときは 

意外な操作ミスび故障と思われています。 

この取扱説明書をちう一度よ < お読みいただ 
き、お調べください。本機じ(外の原因も考えら 
れます。ご使用の他のオーディオ製品ちあわせ 
てお調べください。それでもなお異常のあると 
きは、必ず電源プラグを抜いてから修理を依頼 
してください。 

■保証期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたとさは、商品と保証 
書をご持参ご提示のうえ、お買い上げの販売店 
または、当社サービスステーションにご依頼く 
ださい。詳細は保証書をご覧ください。 


■修理を依頼されるとさは 

「おところ」「お名前」「電話番号」「製品名 
( A -905 TX)J 「故障または異常の内容」をで 
きるだけ詳しくお買い上げ店、または当社ヴー 
ビスステーションまでご連絡ください。 

■保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、または当社サービスステーショ 
ンにご相談ください。修理によって機能び維持 
でさる場合はお客様のご要望により有料修理致 
します。 

■補修用性能部品の保有期間について 

当社では、本機の補修用性能部品を製造打ち切 
り後、最低8年間保有しています。この期間は 
経済産業省の指導によるちのです。性能部品と 
は、その製品の機能を維持するために必要な部 
品です。保有期間経過後でも、故障箇所によっ 
ては修理可能の場合びありますのでお買い上げ 
店、または当社サービスステーションにご相談 
ください。 


ご購入されたとさにご記入ください。 

サービスを依頼されるとさなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年月日 

ご購入店名：_ 

Tel. ( ) _ 

メモ： 
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オンキヨーご相談窓 □ 展を富□のご案内 


オンキヨー製品についてのご購入相談はお近くの販売店へ、修理については、お買い求めの販売店へご依頼くださ 
い。万一お困りの場合には、下記の窓口へご相談くださるよラお願いいたします。 

お 客様ご相談窓 □ _ 

をスタマーセン ター] 受付 9:30 〜 17:30 (± 曰祝、弊社休日除く） 

■カタ□グ①ご請ホ、製品についてのご相談 

* e-mail : customer@onkyo.co.jp *FAX ; 072-831-81 24 

*TEL : ナビダイヤル 0 己 70-01-81]] (全国どこからでも市内料金で通話いただけます） 

または 072-831-81 11 (携帯電話、 PHS から)へどうぞ。 

〒日 72-8540 大阪府寝屋川市日新町 2-] 


オンキヨー 製品情報、 ユーザー 登録 ホームぺージへ- ► http :// www . onkyo . co.jp 


快適な才ーディオライフをお手伝い。ネットショップへ- ► http :// www . e - onkyo.com 


修理窓 □ 

修理のご依頼は取扱説明書の「故障？と思ったら」の項目をご確認のうえご依頼ください。転居されたり、贈物でいた 
だいたちのの故障でお困りの場合は、下記へご相談ください。 


札幌サービスステーション 
仙台サービスステーション 
宇都宮サービスステーション 
大宮サービスステーション 
東京サービスセンター 
八王子サービスステーション 
横おサービスステーション 
名ち屋サービスステーション 
大阪 サービスセンター 
広 島 サービスステーション 
高 松サービスステーション 
福岡 サービスステーション 


TEL01 1 -747-6612 FAX 011 -747-6619 

干 001 -0028 札幌市化区：!ヒ 28 条西 5-1-28 I シン化 28 条ビル 

TEL 022-297-0 己 71 FAX 022 -2 己 7-7330 

干 984-0051 仙台市若林区新寺 4-9-5 第二丸昌ビル 1 F 

TEL 028-634-4307 FAX 028 -目 34-4308 

干 320-0831 栃木県宇都宮市新町 2-7-7 

TEL 048-651-8612 FAX 048-651-9137 

干 330-0034 埼玉県大宮市±呂町 2-29-2 高安ビル 1 F 

TEL 03-3861-8121 FAX 03-3861-8124 

干 11 1-00 己 4 東京都台東区鳥越 1-2-3 八マスエビル 

TEL 0426 -32-8030 FAX 0426 -32-8040 

干 1 92-0914 東京都ノ V 王テ市片倉町 358 番地 

TEL 04 己- 322-9342 FAX 045-31 2-6603 

干 220 -0072 横お市西区浅間町 1-1 3 共益ビル己 F 

TEL 052-772-1 229 FAX 052-772-1331 

干 465-00 13 名ち屋市名東区社口 1T 目 1001 番 

TEL 06 -目己 76-7620 FAX 06 -目己 76-7604 

干己己 2-00 13 大阪市港区福崎 2T 目 1 番地 49 号 

TEL 082-2 目 2-33 1 己 FAX 082-262-6571 

干 732-0057 広島市東区二葉の里 2-8-28 

TEL 087-868 -己 662 FAX 087 -868 -己 672 

干 7 目 0-0079 高松市松縄町 44-8 西原ビル 1F 

TEL 092-418-1357 FAX 092-418-1358 

干 81 2-000 目福岡市博を区上半田 3-8- 19 みなみビル 202 


2001 年 3 月現在お客様相談窓口、修理窓□の名称、住所、電話番号は変更になることびござしなすのでご了承ください。 
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ONKYO 

TtytS -脯を社 

本社大阪府寝屋川巿日新町 2-1 干 572-8540 

アフターサービスの お問い合わせ先： 

お買い上げの販売店もしく比「オンキヨーご相談窓□•修理窓□のご案内」に記載の最寄りのサービスステーションへお申し出ください。 
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